
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

WEBサイトや朝市などによる都市住民との地域間交流を通 

じて地場産野菜の流通を促進させることで、地域の活性化 

の支援、農家の販路拡大による所得向上を図る事業 
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団体からこれから応募される方へ 

行政が得意とすること、市民が得意とすること 

それぞれ違います。ビオ市は相模原市と協働する 

ことにより目標達成までの時間が短縮できました。 

お互いの長所を足し合って進めていけば相乗効果 

で良い結果がでてくると実感しています。 

 

実施年度 平成２９年度～令和元年度 

総事業費 ２，９２５千円（初年度予算額） 

ピックアップ 

協働事業 

●協働だからこそ「よかった」こと 

農家を支援することや有機農業の普及を

目的とする団体なので、市と協働することに

よって、ビオ市の WEB が充実し、販路も拡

大し、緑区以外、中央区、南区からの参

加者も増えました。PR になるイベント出店

情報やアドバイスも頂きました。 

●協働だからこそ「苦労した」こと 

特にありません。 

●協働だからこそ「よかった」こと 

農業という、地域に根ざし、生活と深くつなが

った分野での協働事業では、人とのつながり

はたいへん重要な要素です。ビオ市／野菜

市事務局は積極的な取組みによって地域

でのつながりを拡げ、行政だけでは難しいスピ

ード感をもって事業展開を図りました。 

●協働だからこそ「苦労した」こと 

苦労という程ではありませんが、お互いに

連絡調整を行える時間帯が違うため、

連絡がつながらなかったり、畑仕事の邪

魔をしていないかなどの気遣いをすること

は若干ありました。（たいした事ではない

ですね。） 

ＷＥＢを活用した野菜販売促進プロジェクト事業 

ビオ市／野菜市事務局 ＋ 農政課、藤野まちづくりセンター 

 

 


